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（１） 電力需要の実績

今冬は、冬型の気圧配置が強く、寒気の影響により、１２月から２月にかけて、

３か月連続で冬の月平均気温が平年を下回るなど、非常に厳しい寒さとなり

ました。

特に、２月２日(木)は、寒波により九州全域で記録的な寒さに見舞われ、節電

の影響もありましたが、最大電力が１，５３８万kWを記録し、過去の冬季最大

電力の記録を更新しました。

【最大電力の推移（至近１０か年実績）】

平成２４年２月２日（木）
冬季の最大記録更新

今冬の電力需給状況 参考資料

平成24年3月28日
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▲3.75.82.1
最高気温
（℃）

＋51,5331,538
時間最大電力
（万kW）

前年差昨冬
[H23/1/31(月)19時]

今冬
[H24/2/2(木)19時]

気温の影響：＋８５万kW程度

節電等の影響：▲８０万kW程度
（▲５％程度）

• 今冬の気温と最大電力の関係（左下図の

ピンクの直線）から、気温が１℃下がると、

最大電力が２３万kW増加。

• 今冬は昨冬に比べ、時間最大電力が発生し

た最高気温が ３．７℃低い。

• 以上により、気温の影響は＋８５万kW程度

（＝23万kW／℃×3.7℃）となります。

上記以外の要因であり、節電等の影響と考え

られます。

（２） 節電の効果

今冬の最大電力は、昨冬に比べると＋５万kW増加しました。この内訳として、

・ ＋８５万kW程度が、昨冬よりも気温が低かったことによる電力需要の増加

・ ▲８０万kW程度（▲５％程度）が、主に、一般のご家庭・企業・自治体等のお客さまが、

広く節電に取り組んでいただいた効果

と考えております。

今冬（H23年度）の相関
気温１℃あたりの変化量：23万kW/℃

昨冬（H22年度）の相関
気温１℃あたりの
変化量：27万kW/℃

【日々の最大電力と最高気温との相関】

同じ気温で比べると、今冬は昨冬よりも
８０～９０万kW程度低い水準

今冬の電力需給状況

気温差：3.7℃
1,538万kW



（３） 電力需給の実績

今冬の電力需給状況

今冬は、寒波の襲来による電力需要が急増した２月２日や、新大分発電所が緊急

停止した ２月３日を除けば、お客さまの節電へのご協力もあり、期間を通して概ね

１０％以上の予備率を確保しました。

【電力需要と供給力の推移（発電端）】
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５%以上を目標とした節電期間
【12/26～2/3の平日8時～21時、ただし年末年始(12/29～1/4)を除く】

想定需要（11/1公表）
（各月最大３日平均電力）

ピーク時供給力
(でんき予報での最終値）

12月 1月 2月 3月2月2日
(冬季最大発生日)

使用率92％以下

使用率92％超～95％以下

使用率95％超～97％以下

[凡例] 使用率に応じて色分け


